


地域活動中の事故にご注意ください！ 

 佐倉市内で、自治会活動・ボランティア活動中に、活動者がケガをしたり、付近の車に損害を与える

事故が発生しています（令和５年度：傷害５件・損害賠償１件）。 

  これまでに実際に起こった事故事例の一部をご紹介いたしますので、地域活動の参考にしていただ

き、引き続き安全な活動へのご協力をお願いいたします。 

１ 傷害補償の事故事例（活動者のケガに対する補償） 

（１）イベント等の準備・片付け中の事故 

   ○イベント準備中、物品を運んでいる際に、段差で転倒した。 

   ○安全確認のため、コースの下見中に濡れた落ち葉で足を滑らせ転倒した。 

   ○会場撤収時に、可動式の机の天板をたたむ際に、指を挟んだ。 

 

（２）見守り活動・パトロール活動中の事故 

   ○防犯パトロール中、道路わきの段差で足をとられ転倒した。 

   ○子ども見守り活動中、路上でつまずき転倒した。 

 

（３）木の伐採・草刈り活動中の事故 

   ○木の枝を伐採中、木が倒れてきて梯子から落下した。 

   ○伐採した木につまずき、転倒した。 

   ○チェーンソーが木にはじかれたはずみで腕を切った。 

   ○チェーンソーの使用中、手袋とともに手がチェーンソーとカバーの隙間に挟まれた。 

   ○他の参加者が付近で使用していた刈払い機に接触した。 

   ○草刈り活動中に参加者が熱中症になった。 

裏面へ続く ➡ 

 

  下記のような工夫を行い、事故を未然に防ぎましょう。  

  ・ 休憩時間を確保し無理のない活動計画とする(特に夏季は熱中症にご注意ください)。 

  ・ 指導者及び参加者の健康状態に配慮する。 

  ・ 活動場所に危険がないか確認を行う。 

  ・ 作業前に、作業中に予想される危険について話し合いを行う。 

＊＊＊事故を起こさないために＊＊＊



２ 賠償責任補償の事故事例（活動中に他人の身体・財産に損害を与えた際の補償） 

（１）木の伐採・草刈り活動中の事故 

   ○草刈り機の使用中に小石を飛ばし付近に停まっていた車両を傷つけた。 

   ○枝の伐採中に、枝が落下し通行車両に当たった。 

 

（２）その他の活動中の事故 

   ○作業中に、他人から借りた物品を紛失してしまった。 

＜佐倉市市民公益活動補償制度（令和６年度）＞ 

 自治会等が行う公益活動（清掃・防災・防犯・福祉活動等）中に起きた事故を対象とし、市が補償を

行う制度です。事故が発生した場合は、自治人権推進課にご相談ください。 

 ※事故報告の際は、団体の活動計画や当日の参加者名簿等の書類のご提出が必要です。 

 ※活動内容や事故の状況によって対象とならない場合があります。 
 

 活動者のための補償です。イベントの来場者等は、補償対象外です。 
   

○主な補償内容 

 ◆傷害補償…死亡100万円、入院1日1,500円、通院1日1,000円 等 

 ◆賠償責任補償…身体賠償 限度額 1人6,000万円（限度額 1事故2億円）、 

                     対物賠償 限度額 1事故100万円 等 
 

 ※事故が発生する危険性が高い活動を実施される際は、別途保険に加入することもご検討ください。 

 刈払い機・チェーンソーによる事故が多く発生しています。ご使用の際は以下の事項を参考

に、安全に留意して作業を行いましょう。 

□ヘルメット・保護メガネ・手袋・安全靴等の防護具を装着する。 

□自動車や家屋の近くで作業する場合は防護ネットを使用する。 

□草刈り機に飛散防止カバーを取り付ける。 

□作業前に小石や枝等の除去を行う。足場の確認やつまずく物がないか確認する。 

□刃に挟まった異物を取り除く際は、必ず機器を止めてから行う。 

□立ち木の伐採作業を行うときは、倒れる方向、転がる方向にも細心の注意を払い、 

 自分自身の避難場所・経路もあらかじめ決めておく。 

□障害物や地面などにぶつかって起きる刃の跳ね（キックバック）に注意する。 

□事前に機器の点検を行う。 

刈払い機・チェーンソーの事故にご注意ください！！ 

＜問合せ＞ 佐倉市自治人権推進課 市民活動推進班 TEL.043-484-6127 

３ 活動中に事故にあったら/事故を起こしてしまったら… 

▲佐倉市公式HP 

 「佐倉市市民公益活動 

  補償制度について 」 











 

※先月ご案内させていただきました「インターネットによる予約」の 

QRコードに誤りがありました。 

深くお詫び申し上げますとともに、インターネットにてご予約される 

際は今回のチラシの QRコードをご利用ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

往復はがき、又は、インターネット（予約システム）による「事前予約制」です。 

裏面の申込要件をご確認の上、予約してください。 

電話・窓口での予約はできませんので、ご注意ください。      

 

■往復はがきによる予約 ※時間は指定できません。 
氏名、住所、電話番号、希望日（第 3希望まで）、同時に予約したいかたがいる場合は 

そのかたの氏名（同一世帯のかた 1人まで）、返信用宛名を書いて、 

〒285-8501 佐倉市海隣寺町 97番地 市役所市民税課へ。  

受付期間 １２月１６日（月）～1月 20日（月）（必着。受付期間外に届いたものは無効） 

 

【往復はがきの書き方】 

 
 

■インターネットによる予約 ※時間を指定できます。 
市ホームページ（右記QRコード）から希望の日程を予約してください。 

受付期間 1月 31日（金）午前 9時から相談希望日の 3日前まで（先着順） 

※先月の回覧資料のものではなく、今回の QRコードを読み取ってください ⇒ 

【QRコード訂正】令和６年度 確定申告書及び 
市民税・県民税申告書作成相談会のご案内 

 

会  場：佐倉市立中央公民館（佐倉市鏑木町１９８番地３） 

開催期間：令和７年２月１８日～３月１４日まで（土・日・月を除く） 

時  間：９：３０～１５：３０ 

内  容：対面で申告書の作成補助を行います 

申込方法 

裏面もご覧ください 



相談会の申込要件 

確定申告書の作成相談をご希望のかたは一定の要件があります。 

下記のチェックリストで全ての要件を満たしていることを確認してからお申込みください。 

（市民税・県民税申告書の作成の場合は所得、控除の種類の要件はありません。） 

 

 
 

 

 

 

 
 開催期間中、館内の収受会場では、予約不要で「作成済み申告書」の提出を受付していますが、 

以下の点にご留意ください。 

 

① 「控え」には収受印を押印しません 
税務署の運用に従い、今回から確定申告書等の税務署提出書類の「控え」には市の収受印を押印 

しません。税務署提出の申告書の控えはお持ちにならないようお願いします。 

 

② その他 
・医療費控除については、「医療費控除の明細書」の添付が必要です。（領収書は不要） 

・提出窓口では、提出のみのかたの相談に応じることができませんので、疑問点等は税務署に確認

してからご来場ください。 

（成田税務署 ℡０４７６－２８－５１５１） 

令和７年１月１日時点で佐倉市に住民票がある

給与や公的年金以外の収入はない

※業務雑所得（報酬等）やその他雑所得（解約返戻金等）があるかたも作成できません

住宅借入金等特別控除の申告（年末調整済みのものを除く）はない

雑損控除の申告はない

外国税額控除の申告はない

ふるさと納税以外の寄附金控除の申告はない

営業、農業、不動産、利子、株式、配当、山林、譲渡、一時、退職所得に関する申告はない

先物取引の申告はない

贈与税、消費税の申告はない

準確定申告（亡くなられたかた・国外に転出されるかたに係る申告）ではない

令和５年分以前の申告ではない（令和６年分以外の申告はできません）

繰越損失の申告はない

その他計算が複雑な申告や税務署の判断を要する内容の申告はない

当日、医療費控除の明細書は事前に作成したものを持参できる

（明細書は、対象者ごとに受診した医療機関とその医療機関に支払った金額をまとめる必要があります）

申告書の提出のみのかたへ 
 



H O T S U M AK A T O R I

生誕150年／没後70年

開館30周年記念　

1月31日［金］〜3月23日［日］
休館日：月曜日　ただし、2月24日（月・祝）は開館し、2月25日（火）は休館。
開館時間：午前10時～午後6時（ただし、入館は午後5時30分まで）
一般：600（480）円／大学生：400（320）円／高校生以下無料　（　）内は、前売り及び20名以上の団体料金。
前売り券は、佐倉市立美術館、佐倉ハーモニーホール（佐倉市民音楽ホール）、佐倉市観光協会、JR佐倉駅前観光
情報センターにて令和7年1月30日（木）まで販売。障害者手帳をお持ちの方はご本人と介助者１名無料。
主催：佐倉市／佐倉市立美術館

令和7年

撮影：土門 拳（日本工房）

僕は先
香取秀真

生と隣り住みたる為、

形の美しさを学びたり

—芥川龍之介

図版：上：香取秀真  《瑞獣置物》  大正5（1916）年  個人蔵／下：土門拳（日本工房）  《香取秀真肖像》  昭和11（1936）年  福島県立美術館寄託


